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 論文審査の結果の要旨
 珪藻は,珪酸質の殻をもつ植物プランクトンの代表者で,その殻は堆積物中に豊富に含まれ,
 年代および古海洋環境の指示者として重要な役割を演じてきた。本論文は,東太平洋赤道海域に
 おいて,国際海洋掘削計画(ODP)の第138節航海によって掘削された,総計5000mにおよぶ海
 底柱状試料中の珪藻化石の分析を行い,現在から新生代後期にまで遡る約8百万年間の,珪藻化
 石層序の確立と,湧昇流の発達規模の時代的変化を再現した研究である。
 まず広く東太平洋赤道海域から採集された堆積物の年代を決定するために,各珪藻種の層序的
 な産出の連続性や,産出量の変化を検討し,より信頼性の高い,種の発生・絶滅のイベントを選
 出して,16の珪藻化石帯を設定した。ついで,各珪藻化石帯について,古地磁気層序との比較を
 行い,それぞれのイベントに対応する絶対年代値を求めた。
 ついで,西経110。線に沿った5地点について,海底表層資料中の珪藻遺骸の分布を調べ,表層
 水塊中の珪藻の分布,生産量の変化が遺骸群集の変化と呼応しており,堆積物中の珪藻が過去の
 生産量の変化を探る指標として,十分な情報をもっていることを明らかにした。この結果をもと
 に北緯5。,西経110。5'の,水深3860mに位置するSite852について,後期新生代を通しての海
 洋生産性と水塊構造の変化を解析した。この掘削地点は,現在南赤道海流と赤道反流の季節的境
 界域に位置している。その結果,5-7Ma付近で,珪藻化石殻の単位面積・単位時間当たりの
 集積速度が最高値に達し,3.5Ma付近で最小値を示す。このことは,珪藻の増殖を制約してい
 る因子が海中の栄養塩の量であり,栄養塩の供給は主に深層水からの湧昇によって供給されるこ
 とから,集積速度の増大は湧昇流の増大を示していると解釈される。この湧昇流の増大期に,堆
 積物中のeoliandustの最大粒径の増加が認められ,南半球における大気循環の強化が湧昇流の
 増大を誘起していると結論している。
 以上,本論文は,本人が自立して研究活動を行うのに必要な高度の研究能力と学識を有するこ
 とを示している。よって,岩井雅夫提出の論文は博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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